





II 織元としてのテンプル(以上本誌， 39 巻 3号)



































う指示された金額は，少なく見積もっても現金o8 345 ，年金o8 30 にたっし
ており，それはトローブリッジを代表する富裕な織元の一人であった].ホ







ある織元の生涯と著作 (3 ・完 3
指名きれなかったのは当然だとしても，その他の多くの近親者，血縁関係
者は遺産の相続にあずかっていないのである。テンプルがのこした現金;f， 345 
のうちで，近親者，血縁関係者たちの相続分は，父方の従兄弟 E. クロー タ




のセー ラ・ラドロ一夫人」に;f， 50 を， また「トローブリッジの織元，ジェ
ームズ・ドーディング氏J に;f， 10 を， さらに「家事使用人ペリー・ロング」











































参事会は，最初の 3年間，件のo8 200 から生じた収益や利益を，商工業







































































































り，そのうちの何人かは英国学士院 (The Royal Society) の有力会員で
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る。ただし誤解をさけるためにいえば，この請願運動を組織し，推進した
人物の一人として， リューデのあげる gウィリアム・テンプル'なる人物
























には，先に紹介したウ庁レスの A View 01 the Internal Policy 01 Great 
46 





















































































このように考えるテンプルは， r商工業の擁護』の付録で， J. ブラウン






































































































妥協をかきねてきたウイッグの主流 (Court Whig) に批判的な，すなわち
共和主義に忠実な Republican Wh ig あったことを示唆していよう。イギリ
スの国王は法律によって制約されているから専制的たりえないとするウォ
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レスに対して，テンプルは「いったいどの国王が法をまもったか? J と反






革を熱心に支持し，その推進のためにf: 50 もの大金をのこしたのである o
しかし 1738 年の織布工騒援にさいして，彼はむしろウォルポールと彼の率










































































































































者」の指示のもと，それぞ、れの都市で‘wm 王s and liberty' と叫んでいた
のであった。人はそこに，猛々しい「雄叫び、の声J を聞くべきだろうか，
それとも痛々しい「坤吟の声j を聞くべきだろうか。
1) このテンプル所有の染色場については，第 II 章(本誌，第 39 巻 3号)の注 7) お
よび注 25) の箇所を参照。
2) Wil of Wilam Temple (d. 173) ， P. R. 0， Prob. 1/98. 
3) Cf. A. Young ， Anals 01 Agriculture ， vo l. vii ， p.473-74. Man ， 'Clothiers 
and Weavrs' ， p.78. 
4) Cf. Rogers ， 'Trowbidge Clothiers' ， p. 142-43. 
5) Cf. Young ， Anals 01 Agriculture ， vo l. vii ， p.473. 
6) Cf. Temple ，‘The Case betwn Clothiers and Weavrs' ， p.26. 
7) Temple ， A 11:仇 dication 01 Comerc ， p. ix-x. 
8) Temple ， A Vindication 01 Comerc ， p. xv i. 
9) この点については，第 II 章， p. 215-17. を参照。
10) Temple ， A Vindication 01 Comerc ， p. xv-i i. 
1) Temple ， A Vindication 01 Comerc ， p16. 
12) この点については，第 I章の注 18) の箇所を参照ロ
13) Cf. The Cambridge Histo η 01 EngUsh and American L z't erature ， vo l. III ， chap. 
19 ， sec. 5. htp:/w.gresham.cuk. 
14) Temple ， A Vindication 01 Comerc ， p. 13-14 ， p. 29.
15) この点については，第III 章(本誌，第 40 巻 1号)， p. 58 f， p. 69 f. を参照。
16) Cf. A. W. Coats ， 'Changi Atitudes to Labour in The Mid-Eghten 
Century' ， The Econmi History Reviw ， Second Series ， vo l. xi ， no. 1.コー ツに
よると， 1750 年代以後，高賃金容認論がその数と力とをまして，低賃金論のそれを
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しのぐようになる。
17) Cf. htp:/w.royalsociety.org/royalsoc/. 
18) Cf. スウィフト『がリヴァー旅行記J (岩波文庫，平井訳) I p.261-62.
19) Cf.スウィフト『がリヴァー旅行記 JI p. 4 ， n. 248.
20) 内田義彦は，スミス『国富論』のうちに，こうした人間管理の思想と重商主義と
の結ぴっきに対する深刻な批判を見ている。 Cf. 内田「考えてきたこと，考えること」
( r内田義彦著作集J 1巻I p. 324 f.)。
21) J. Brew ， 'The W i1 kites and the law ， 1763-74: a study of radical notions of 
governace' ， in: J. Brew and J. Styles (ed.) ， An Ungovernable PeoPle The 
English and their law in the sevntenth αnd eightenth centuries ， p. 170. P. 




23) G. Rude ， Wilkes & Live 均1，p.179f. 
24) J. Brew ，‘English Radiclsm in the Age of Georg II I'， in: J. G. A. Pock 
(ed.) ， Thre British Revolutions: 164 ，168 ， 176. p.3 1. 
25) Cf. Brew ， Party ideology and ρopular politics at the acesion 01 George IIl， 
p.17 4f. 
26) Cf. Brew. ‘Comercilzation and Politics' ， in N. Mckendri ， J. Brew 
and J. H. Plumb (ed.). The Birth 01 a Consumer Society ， p. 234.
27) Cf. Rude ， Wilkes & Li verty ， p.15 ， p. 14 1. 
28) Brew ，‘English Radiclsm in the Age of Georg II I'， p.34-37. 
29) Brew ， Pm カI ideology and ρopular ρolitics ， p. 245. 
30) Cf. Brew ， Pm カI ideology and populal' politics ， p.246-48. 
31) Cf. Brew ， Party ideology and ρopular ρolitics ， p.249-52. 
32) Cf. Brew ， Party ideology and poular politics ， p.257-6 1. 
3) Temple ， A Vindication 01 Comerc ， p. xv i. 
34) Temple ， A Vindication 01 Comerc ， p. 75. 
35) Temple ， A Vindication 01 Comerc ， p. 126.
36) Temple ， A Vindication 01 Comerc ， p. 124-25. 
37) R. Walce ， A View 01 the Intemal Policy 01 Great Brifl αin. British Li bray ， 
Shelfmark 1250. a. 44. p. 240. 
38) Walce ， The Intemal Policy 01 Great B1itain ， p.19. 
39) Wa l1 ace ， The Intemal Policy 01 Great Britain ， p.198. 
40) Wa l1 ace ， The Intemal Policy 01 Great Britain ， p.56-57. 
41) Walce ， The Intemal Po ti， のI 01 Great Britain ， p. 219-20. 
60 
42) Walce ， The lnternal Poli り 01 Great Britain ， p. 24-3. 
43) Walce ， The lnternal Poli り 01 Great Bruain ， p. 232. 
4) Walce ， The lnternal Policy 01 Great Britain ， p. 62.
45) Walce ， The lnternal Poli のI 01 Great Britain ， p. 240. 
46) Cf. Temple ， A Vindication 01 Comerc ， p. 86 ， p. 89-0. 
47) Cf. Brewr ， Party ideology and ρ。ρular ρolitics ，p. 9f. 
48) この点については，第 II 章， p. 215-7. を参照。
49) これはとくに小林昇につよく見られる主張である。同「重商主義の解体一一ジョ
サイア・タッカーと産業革命J (r 著作集j IV) は，この見地から書かれている。
V テンプルと同時代人たち
一一結びにかえて一一
テンプノレ (d. 173) と].タッカー (1 713-9) とは， またタッカーと A. ス





















































































































































































































の毛織物 (superfine cloth) の価格は， [スペイン産羊毛の値上がり
































































































































ある織元の生涯と著作 (3 ・完 73
れていたことがわかる。そしてその信頼を最終的に担保していたのは， ~道
徳感情論』で展開された彼自身の人間本性研究であった。スミスはこの人






























































































1) 小林昇「重商主義の解体一一ジョサイア・タッカーと産業革命J (r 著作集』
IV) ， p.24 ， n.12. Mann ， 'Clothiers and Weavrs' ， p.6. なお外国人プロテスタン
トの帰化問題および東インド会社の排他的特権への反対運動は，c.タウンゼントの
指導の下に展開された。 r擁護J は，このタウンゼントに献呈されている。 Cf. A 
Vz'ndication of Comerc ， p. v-x. 
2) こうした点は，すでに小林昇「重商主義の解体」によって十分に明らかにされて
いる。
3) Cf. E. Hopkins ， Buwingham: the βrst manufacturi' ηg To ωn in the World 
1760-84. especialy chap. 1， 2. この時期のパーミンガム金属工業についてのホ
プキンスの理解は，小林昇のタッカー研究が前提していたそれとは，相当の隔たり
があろう。小林は， r始動をはじめた産業革命の現実J (r 重商主義の解体J p. 
10) をタッカーのうちに，それも初期のタッカー (1750 年代末の)のうちに見ょう
とするのだが，それはホプキンスが拒否するところである。
4) Cf. Hopkins ， Bz'rmingham. especialy chap. 3. 
5) ]. Tucker ， A Brief Esay on the Advantges and Dzsadvantages ωhi ・ch
res ρectively atte ηd France and Great Britain ，ωith regard to Trade ， 3rd. ed. 1753. 
p.37. (以下 ，A Brief Esay. と略記)。
'-
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6) ]. Tucker ， Six Sermons ， 172 ， p. 70f (cited in E. S 町 Furnis ，The Position 01 
the laboure in a System 01 Nationalism ， p. 230).
7) Cf. J. Tucker ， Instruction lor Travelers ， 1758 ， p. 35.
8) パーミンカ、、ム暴動については，杉山忠平『理性と革命の時代に生きて一一-].プ
リストリ伝j (岩波新書).第 l章を見よ。
9) Cf. Charles King (ed.) ， British Mel'chant ， 1， 1721 ， p.7. 
10) タッカーの高賃金容認論は，現行賃金水準の引き上げを主張するものではない点
にくれぐれも注意。高賃金容認論者としての彼の問題意識は. Fot l1' Tl'acts Togethr 
ωith Two Sen 仰ons ，174. 所収の第 l論文 (Tract 1， writen in 1758?) に付けら
れたタイト jレ. 'A Solution 01 the importan Questions ， Whetr a por Country ， 
ωhere ra ωMaterials and Provisons are cheap ， and 昨匂:g es 10 ω， c，αn supPlant the 
Trade 01 a rich man u. 舟cturing Country ，ωhere ra ω Materials and Provisons 
dea れ ω1， d the ρrice 01 Labour high'. のうちに，すでに予示されていよう。
1) Cf.小林昇「重商主義の解体 J. p. 189 f. 
12) 小林昇「重商主義の解体J. p.189. 
13) Cf. J. Tucker ， A Briel Esay ， p. 43.
14) Smith ，防αlth 01 Nations ， p. 260- 1.訳( 1) p. 394-95. 
15) Smith ， Wealth 01 Nations ， p. 260. 訳 ( 1) p.39. 
16) スミスによると， rヨーロッパ各地の職人たちは.……この国の 2倍または 3倍
の価格でも，この国の製品[パーミンガムの金属製品]に匹敵する上質な製品を作
りえないと自認しているJ (Smith ， Wealth 01 N αtions ， p. 260. 訳 ( 1) p.394.) の
である。
17) Smith ， Wealth 01 Nations ， p. 9-10. 訳 ( 1) p. 138-39. 
18) Cf. Smith ， Wealth 01 Nations ， p. 101-02. 訳(1) p.142. 
19) Smith ， Wealth 01 Nations ， p.36. 訳(I) p.528. なお小林昇によると，スミ
スは，家事使用人たちを「蔑視」し，彼らに「言葉の鞭」をくわえたとされている。
同「アダム・スミスにおける賃金J (W 著作集j II ， p. 134 f.) 。
20) Smith ， Wealth 01 Nations ， p.387-8. 訳 (I) p.19. 
21) C f. Mann ， 'Clothers and Weavrs' ， p.69. 
2) Cf. Smith ， Wealth 01 Nations ， p.96. 訳 ( 1) p. 13-34. 
23) 本稿第III 章(本誌 40 巻 l号)の注 20) の箇所を見よ。タッカーはすでに 1753 年
の段階で r人情味があり，同情心にとむ人」は，テンプルの賃金引き下げ論を率
直には承認しえないであろう， と述べている。またこの時期の「ヒューマニズム」
については， A. W. Coats ，‘Changi Atiudes to Labour in the Eightenh 
Century' ， The Econmi History Reviw ， vo l. xi ， no. 1 (1 958). を見よ。
24) なお D. デフ庁ーの高賃金容認論も， タッカーのそれと同様，イギリスの相対的
高賃金を容認したにとどまっている。 Cf. D. Defo ， A Plan 01 English Comerc ， 
78 
1724 ， p. 38f ， p9f. (山下・天川訳『イギリス経済の構図 j，p 48 f， p. 10 f.) 
25) Smith ， Wealth 01 Nations ， p. 265-67. 訳 (1) p. 403-06. これは『国富論』第
1編 11 章地代論の結尾にある「本章の結論」からの引用である。以下の議論は，こ
のスミスの「結論」を下敷きにして展開きれている。
26) Cf. Smith ， Wealth 01 Nations ， p. 385. 訳 (I) p. 15-16. 
27) Cf. r小地主たちは一般に，すべての改良者の中でもっとも勤勉で、，もっとも聡
明で，かつもっとも成功する者たちであるJ (Smith ， Wealth 01 Nations ， p.423. 
訳 (I) p.65.) 。
28) N. フィリプソンは，シヴイック・ヒューマニズムの観点から，スミスの描いた，
この中小地主のうちに，政治的指導者としての「知恵と徳性」を見ている。 Cf. N. 
Philipson ， 'Adam Smith as civic moralis t'， 1. Hont and M. Ignatief (ed.) ， 
Wealth & Virtue ， p. 179f. (水田・杉山監訳『富と徳 j，p. 297 f.)。
29) ワイヴイルのヨークシャ一連合運動については， H. Buterfield ， Gerog III ， Lord 
N01 すh aηd the People ， 179-80. especialy Part II. 1. Christie ， Wilkes ，日うIv z'll e





ントリー派の思想的パックボーン(の一つ)をなしていた。 Cf. M. M. Goldsmith ， 
'Mandevile and the Scotish enlightm t'， journal 01 The History cず Ideas ，
49-3. 
(完)
*)本稿で利用した資料の収集にさいして，専修大学図書館は協力を惜
しまれなかった。また会計簿や遺言状などのマニュスクリプトの解読
にさいして，筆者は，同僚の常行敏夫きん，堀江洋文さんから懇切な
助言をうけることができた。もちろん誤読，誤訳の責はすべて私に属
するが，ここにお名前を記して，心より謝意を表する。
